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3. 胞子欠損性変異体108Y2Dを育種基盤材料として、Tamogitake spo マーカーを用いた 
MASの検証を兼ねながら、育種形質に優れた野生型素材との交配を反復した。一方で、  
EGT含量の高い素材についても同様の交配の反復を行い、最終的に第4世代となる胞子欠損
性系統と第2世代となるEGT高含量系統との間で交配を行い、多角的かつ段階的な選抜を繰
り返した。その結果、登録要件を満たす胞子欠損性とEGT含量における優位性を兼ね備えた
1株、61633を選抜することができ、品種登録された。また、本株の大規模栽培における飛散
胞子の粉塵調査を行ったところ、対照株の1/10以下、労働環境基準値の1/5まで低減し、当
該変異の有効性が実証された。登録品種はEGT含量に優位な胞子欠損性タモギタケとして、
北海道だけでなく、全国的な生産拡大および消費に貢献することが期待される。 
 
